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　ワークショップ　 ❷

つながる、かがやく、ひびく おもちゃエンパワメント
多田千尋（東京おもちゃ美術館 館長）

　30 年の歴史を誇る東京おもちゃ美術館は、美術教
育の専門家で初代の館長であった父が創設したもの
で、遊ぶ、創る、鑑賞する、の三つの柱で運営する。

「人間が初めて出会うアートは、おもちゃではないか」
という考えの下、私たちの施設は「博物館」ではなく

「美術館」となった。5 年前に、東京の中心地の廃校
となった小学校に当館は移転し、入館者規模や活動内
容が 10 倍に膨れ上がり、現在、年間 12 万人余の入館
者を数える。ミュージアムは、赤ちゃんも楽しめ、老
人も手ごたえを感じることができる多世代交流ミュー
ジアムを目指している。
　本ワークショップでは子どもの遊びとおもちゃとの
関係性にスポットを当て、子どもにとっての遊びの意
義、子どもの発達にとっていかにおもちゃが大切かと
いった諸問題に迫りたい。
　おもちゃの子どもへのアプローチとしては、第１と
しておもちゃの持つコミュニケーションを活性させる
力にスポットを当てる。コミュニケーションを豊かに
する数々のおもちゃを紹介しながら、子ども間や家族、
さらには祖父母と孫の会話の潤滑油の役割を果たすこ
とに考察を加えていきたい。
　第２として、手 ･ 指の運動機能の活性といった力に
注目したい。幼児段階になると子どもたちの手の運動
を促すアクティビティトイが主役となる。伝統的な独
楽遊びから、現代的な科学おもちゃなどが子どもたち
の手と指をフル稼働させるために待ち受ける。

　感性から運動、さらにはコミュニケーションに至る
まで、おもちゃを媒介にした多角的なアプローチを試
みることによって、今、失われようとしている「感じ
る力」と「表現する力」を育てることに主眼を置き、
その両者の力がひいては人との繋がりや絆、さらには
人との係わり力を豊かにする社会を産むベースになる
ものと確信する。
　さらに、おもちゃと「木育」の関係性にも触れたい。
子どもたちの集中力を高める木目という天然デザイ
ン。樹木の香りによって子どもたちや親の心地良さを
醸し出すアロマ効果。触り心地に多様性を感じさせる
木肌。そして、おもちゃになっても生き続ける、木の
持つ生命と子どもたちに与えるスピリチュアリティ。
このような様々な力が発育には必要ではないかと考え
ている。
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